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南丹市のまちづくり�南丹市のまちづくり�
２３３億８，２００万円�

歳　入�
２３３億８，２００万円�

その他�
１９億１，３２７万円�
（８.２％）�

市債�
３４億６，５５０万円�
（１４．８％）�

地方交付税�
８６億８，４００万円�
（３７．１％）�

市税�
４１億６，６３３万円�
（１７.８％）�

繰入金�
２３億１４万円�
（９.９％）�

国庫支出金�
１５億６，６９２万円�
（６．７％）�

その他�
１９億１，３２７万円�
（８.２％）�

市債�
３４億６，５５０万円�
（１４．８％）�

地方交付税�
８６億８，４００万円�
（３７．１％）�

市税�
４１億６，６３３万円�
（１７.８％）�

繰入金�
２３億１４万円�
（９.９％）�

国庫支出金�
１５億６，６９２万円�
（６．７％）�

府支出金�
１２億８，５８４万円�
（５．５％）�

◆歳入の財源別内訳�
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
配 当 割 交 付 金 �
株式等譲渡所得割交付金�
地 方 消 費 税 交 付 金 �
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
地 方 特 例 交 付 金 �

１.０％�
０．１％�
０．１％�
０．０％�
１．６％�
０．２％�
０．７％�
０．１％�

交通安全対策特別交付金�
分 担 金 及 び 負 担 金 �
使 用 料 及 び 手 数 料 �
財 産 収 入 �
寄 附 金 �
繰 越 金 �
諸 収 入 �

０．０％�
１.０％�
０.７％�
０．０％�
０．０％�
０．８％�
１.９％�

合
併
効
果
で�

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
予
算�

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
決

ま
り
、
総
予
算
三
百
九
十
九
億
九
千
九
百
三
十
六
万
円
で
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
合
併
二
年
目
と
な

る
本
年
度
は
、「
合
併
効
果
で
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
予

算
」
と
位
置
づ
け
、
南
丹
市
域
の
一
体
感
の
醸
成
と
全
体
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
に
配

慮
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
予
算
は
、
平
成

十
八
年
度
当
初
予
算
が
骨
格
予
算

で
あ
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
較

し
て
十
九
億
二
千
二
百
万
円
、
九

謾
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
度
六
月
補

正
後
の
、
い
わ
ゆ
る
肉
付
け
後
の

予
算
と
比
較
す
る
と
十
二
億
四
千

九
百
三
十
四
万
八
千
円
、
五
・
一

謾
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
自※

１

主
財
源

が
歳
入
の
三
割
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
国
が
税※

２

源
移
譲
を
行
い
、
市
民

税
は
約
二
億
五
千
五
百
万
円
程
度

の
増
額
を
見
込
む
一
方
で
、
所
得

譲
与
税
が
二
億
五
千
八
百
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
扶※

３

助
費
や

人※
４

件
費
、
公※

５

債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
が
歳
出
の
四
割
程
度
を

占
め
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財

政
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
南
丹
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
、
特
別
職
の
給
与
を
減
額

し
、
さ
ら
に
自
主
的
に
市
長
は
五

謾
、
そ
れ
以
外
の
特
別
職
に
つ
い

て
は
三
謾
抑
制
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
起
債
総
額
の

抑
制
を
行
い
、
地※

６

方
債
現
在
高
を

減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
合
併
特
例
事
業
で
、
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
を
行
い
、
今

後
の
施
設
の
老
朽
化
や
更
新
に
よ

る
改
修
に
備
え
て
、
引
き
続
い
て
基

金
の
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
福
祉
や
市
営
バ
ス
運
行
、

上
下
水
道
事
業
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
南
丹
市
行
政
改
革
推
進

計
画
な
ど
を
基
に
し
た
財
政
計
画

を
作
成
中
で
あ
り
、
そ
の
財
政
見

通
し
に
つ
い
て
は
六
月
議
会
で
示
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2007.4

１9
年度
�

予算
�

9.936万円�で�399億�
総予算�

平成１９年度予算額の内訳�
一般会計は�

会 計 名 �予 算 額 �

一 般 会 計 �２３３億８，２００万円�

国民健康保険事業特別会計� ３６億５，２１０万円�

老人保健事業特別会計� ４１億９，９１０万円�

介護保険事業特別会計� ２８億８，９００万円�

市営バス運行事業特別会計� ５，１５０万円�

簡易水道事業特別会計� １０億２，０５０万円�

下水道事業特別会計� ３２億９，９００万円�

商品券事業特別会計� ３，６３０万円�

土地取得事業特別会計� ６億    ３０万円�

８億６，９５６万円�

合　　　計� ３９９億９，９３６万円�

特

別

会

計
�

上水道事業会計�企業会計�

◆歳出の性質別内訳�

その他�
２億４９０万円�
（０.９％）�

積 立 金 �
予 備 費 �
貸 付 金 �

0.4％�
0.1％�
0.0％�

維 持 修 繕 費 �
災 害 復 旧 事 業 費 �

0.3％�
0.1％�

歳　出�
２３３億８，２００万円�

普通建設事業費�
４９億６，７３１万円�
（２１．２％）�

扶助費�
１７億７，５６２万円�
（７.６％）�

補助費等�
３１億２，６２３万円�
（１３．４％）�

物件費�
２９億５，３８６万円�
（１２．６％）�

繰出金�
２８億４，３０５万円�
（１２．２％）�

人件費�
３２億５，８３３万円�
（１３．９％）�

公債費�
４２億５，２７０万円�
（１８．２％）�

普通建設事業費�
４９億６，７３１万円�
（２１．２％）�

扶助費�
１７億７，５６２万円�
（７.６％）�

補助費等�
３１億２，６２３万円�
（１３．４％）�

物件費�
２９億５，３８６万円�
（１２．６％）�

繰出金�
２８億４，３０５万円�
（１２．２％）�

人件費�
３２億５，８３３万円�
（１３．９％）�

公債費�
４２億５，２７０万円�
（１８．２％）�

�

す
予
定
で
す
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
財
政
の

健
全
化
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
効
果

や
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
十

分
考
慮
し
な
が
ら
、
南
丹
市
全
体

の
視
点
で
効
率
的
、
計
画
的
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説�

財
政
用
語
解
説�

★※
１

自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、
市
税
、
使

用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附

金
な
ど

★※
２

税
源
移
譲
…
補
助
金
に
代
わ
る
地

方
公
共
団
体
の
新
た
な
財
源
と
し
て
、

国
が
集
め
て
い
る
税
金
の
う
ち
の
一

定
の
部
分
を
、
地
方
が
集
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

★※
３

扶
助
費
…
法
令
に
基
づ
き
被
扶
助

者
に
対
し
て
そ
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
で
、
児
童

手
当
、
医
療
扶
助
な
ど

★※
４

人
件
費
…
市
職
員
給
与
、
市
議
会

議
員
・
各
種
委
員
会
報
酬
な
ど

★※
５

公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借

り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金

★※
６

地
方
債
…
地
方
公
共
団
体
が
国
や

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
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主
な
新
規
事
業

新
規
事
業�

主
な
新
規
事
業�

平
成
十
九
年
度
の
南
丹
市
で
の
主

な
新
規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
み
や
ま
保
育
所
改
修
事
業

美
山
町
地
域
に
お
け
る
保
育
所

の
統
合
に
向
け
た
、
保
育
施
設
の

改
修
事
業

■
八
木
プ
ー
ル
改
修
事
業

老
朽
化
し
た
八
木
海
洋
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル
を
改
修

■
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
整
備
事
業

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
へ

の
支
援
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、

台
帳
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
る
事
業

■
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業

京
都
府
が
支
援
す
る
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
つ
い

て
、
京
都
府
に
対
す
る
負
担
金
等

主な事業を紹介します�
(単位未満四捨五入)

○＝新規 

●主な事業●�

交流を加速させる情報通信基盤・交通基盤の整備�
�

　地域情報基盤整備事業　　　　　　５億８,４３８万円�

　山陰本線複線化整備事業補助金　　４億６,９２１万円�

　道路新設改良事業　　　　　　　　４億９,９４８万円�

　都市計画街路事業　　　　　　　　３億７,４６５万円�

　コミュニティバス運行業務委託料　　　　４,０８４万円�

　生活路線バス維持費補助金　　　　　 １,０４０万円�

　市営バス運行事業特別会計繰出金　　 ２,８３０万円�

地域の核となる市街地の形成・住環境の整備�

　本町土地区画整理事業　　　　　　５億１,５１０万円�

　園部公園拡張事業　　　　　　　　１億  ３８４万円�

　内林町公園新設事業　　　　　　　　 ５,０１６万円�

　美山中核整備事業　　　　　　　　　 ３,６９４万円�

　吉富駅西土地区画整理事業　　　　　 ２,４７０万円�

　南丹地区農用地総合整備事業負担金　  ２億７,８９１万円�

　森林管理道開設事業　　　　　　   １億    １０万円�

　企業支援事業　　　　　　　　　　　 ７,２００万円�

　工場誘致事業奨励金　　　　　　   ２億６,８２５万円�

○農地・水・環境保全向上対策事業　　　  １,９４６万円�

○農業法人等規模拡大支援事業補助金　 １,６０７万円�

　内水面漁業振興対策事業補助金　　　 １,７４６万円�

   �

○八木プール改修事業　　　　　　　　  ３,４５０万円�

　各種イベント等開催事業  　　　　　　  １,０７０万円�

　障害者自立支援利用者負担軽減措置費　    １,０００万円�

○母子家庭自立支援給付費　　　　　　    ２２３万円�

○災害時要援護者台帳整備事業　　　　　  ５８万円�

健康で生き生きと安心して暮らせる環境づくり�

高品質な産業により躍動する環境づくり�

　殿田小学校改築事業　　　　　　　７億３,２６５万円�

○みやま保育所改修事業　　　　　　　  ７,８７４万円�

○放課後児童クラブ施設整備事業　　　　  ５９３万円�

○園部幼稚園保育室リース代　　　　　　  ３００万円�

　入学祝金支給事業　　　　　　　　　 ３,０２５万円�

　すこやか子育て医療給付費　　　　　  ３,５００万円�

　出産祝金事業　　　　　　　　　　　 ２,２９８万円�

　すこやか手当支給事業　　　　　　　  ４,９７１万円�

　母子栄養強化事業　　　　　　　　　　３８４万円�

　チャイルドシート購入補助金　　　　　　　１２０万円�

次代を担う子どもたちが心豊かに育つ環境整備�
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一般会計の�１9
年度
�

予算
�

●行財政改革の推進●�
　厳しい財政状況の中で魅力あるまちづくりをすすめてい

くには持続可能な行財政構造の構築に向けた抜本的な改

革は不可欠です。�

　その水先案内人となる行財政改革プランの実施計画は、

策定中ですが、それを待たずして平成１９年度から出来る

ものを進めていきます。�

�

�

�

　行財政改革の第一歩として、理事者の給与額を特別職

報酬等審議会答申を基に条例改正を行い減額し、さらに

市長５％、副市長などの理事者３％の自主カット、そして、

議員報酬についても、自らカットを行うなど人件費を抑制し

ています。�

�

　蘆 理事者給与等カット　　　　　　２,１６１万円の削減�

　蘆 議員報酬等カット　　　　　　　１,３９９万円の削減�

�

　また、職員も管理職手当のカット、超過勤務手当のカット

など効率的な行政運営を目指した内容も盛り込んでいます。�

�

　蘆 管理職手当カット　　　　　　　  ８２３万円の削減�

　蘆 超過勤務手当カット　　　　　　５,７４８万円の削減�

�

�

�

　これからの世代に負担を残さないよう起債総額の抑制を

行い、地方債現在高を減らす努力をしています。�

�

　蘆 地方債現在高  　　　　　  １億３,２７６万円の減少�

�

　合併特例事業で大きな事業費を投入している地域情報

通信基盤整備事業などによる施設の改修などの将来的な

負担を考慮し積立金を計上しています。�

�

　蘆 地域情報通信基盤整備基金積立金  　　  ８,０５３万円�

　事務の効率化の取り組みとして入札事務の簡素化や文

書管理の合理化を図るため契約管理システム、文書管理

システムの導入を行います。�

�

　蘆 契約管理システム導入費  　　　　　　１,３９６万円�

　蘆 文書管理システム導入費                        ４８万円�

�

　また、事務の民間委託への取り組みとして特定の窓口

業務を市内の郵便局に委託する特定事務委託経費を計

上しています。�

�

　蘆 特定事務委託事業                      　　 ９９０万円�

�

�

�

　新たな行政課題に対応できる力を磨き、個々の能力、資

質向上を図るため職員研修等に積極的に取り組み、またさ

まざまな活動の中で市民のニーズを的確に把握し、提案を

いただくため議員政務調査費を盛り込んでいます。�

�

　蘆 職員研修費                             　　　  ９７万円�

　蘆 議員政務調査費交付金                   　 ３１２万円�

後年度負担の軽減�

人件費の抑制�

事務の効率化�

新たな行政課題への対応�

▲6月から市内6ヵ所の郵便局で諸証明書の発行が可能になります



地
一
郎
五
ヶ
荘
教
育
振
興
会
長
ら

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
小
林
隆
良

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
「
五
ヶ

荘
小
学
校
と
の
思
い
出

は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま

せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
西
校
長

か
ら
勝
田
正
巳
教
育
委

員
長
に
、
長
年
親
し
ま

れ
、
引
き
継
が
れ
て
き

た
校
旗
の
返
還
が
行
わ

れ
、
最
後
に
五
ヶ
荘
小

学
校
児
童
二
十
二
人

が
、
感
謝
の
気
持
ち
や

思
い
出
を
発
表
し
、
参

加
者
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
四
日
、
殿
田
小
学
校

と
の
統
合
を
控
え
た
南
丹
市
立
五

ヶ
荘
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
に
、

卒
業
生
や
地
元
の
市
民
ら
お
よ
そ

二
百
五
十
人
が
集
ま
り
五
ヶ
荘
小

学
校
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

式
は
二
部
構
成
で
行
い
、
一
部

で
は
、
五
ヶ
荘
小
学
校
の
児
童
、

教
職
員
ら
出
席
の
下
、
式
典
を
行

い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
牧
野
修

教
育
長
か
ら
、
統
合
に
至
る
経
過

が
報
告
さ
れ
、
佐
々
木
稔
納
市
長

と
今
西
徹
五
ヶ
荘
小
学
校
長
が
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
戸
田
雄

一
郎
京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局
長
、

高
橋
芳
治
南
丹
市
議
会
議
長
、
加

6
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134年の歴史に�

幕を下ろす�

134年の歴史に�

幕を下ろす�

▲250人が出席して行われた閉校式典

▲参加者全員で記念撮影

▲全校児童によるお別れの言葉



二部では、「あの日に帰ろう、集まれ！五ヶ
荘小学校」と題した地元有志の方によるイベ
ントが行われました。イベントでは 輅すいと
ん”や 輅揚げパン”などの懐かしの給食を食
べたり、五ヶ荘小学校の歴史をつづったスラ
イドの上映、卒業生による金管楽器の演奏、
きもだめしコーナー、小学生による金管楽器
の演奏などが行われました。
最後に、もう一度、参加者全員で校歌を合

唱し、慣れ親しんだ五ヶ荘小学校との別れを
惜しみました。

7 広報なんたん4月号

2007.4

あの日に帰ろう�
集まれ！五ヶ荘小学校�

あの日に帰ろう�
集まれ！五ヶ荘小学校�

村
山
　
大
明
さ
ん
（
十
七
歳
）

全
校
生
徒
が
三
十
人
ほ
ど
で

し
た
が
、
上
級
生
も
下
級
生
も

先
生
た
ち
も
み
ん
な
仲
良
く
て

楽
し
い
学
校
で
し
た
。

閉
校
す
る
の
は
寂
し
い
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
も
五
ヶ
荘
小
の

卒
業
生
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

松
本
　
侑
士
さ
ん
（
十
二
歳
）

小
さ
い
学
校
だ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
事
に
取
り

組
め
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕

は
卒
業
し
て
殿
田
中
学
校
に
行

く
け
ど
、
殿
田
小
学
校
に
通
う

み
ん
な
は
、
新
し
い
環
境
で
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

高
橋
　
　
渚
さ
ん
（
九
歳
）

一
年
間
頑
張
っ
て
き
た
金
管

演
奏
と
か
思
い
出
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。

五
ヶ
荘
小
学
校
が
な
く
な
る

の
は
寂
し
い
け
ど
、
四
月
か
ら

殿
田
小
学
校
の
新
し
い
友
達
と

仲
良
く
し
た
い
で
す
。

▲最後に全員で校歌を合唱

▲古い写真に昔が思い出されます

▲昔の懐かしい給食

▲卒業生による金管楽器の演奏

▼小学生による金管楽器の演奏

▼理科教室で軫きもだめし”

蜻
小
学
一
・
二
年
生
が
金
管
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た



南
丹
市

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
　
表
彰
式

文
化
賞
　
表
彰
式�

南
丹
市

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
　
表
彰
式

文
化
賞
　
表
彰
式�

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
　
表
彰
式�

手
権
ハ
ン
マ
ー
投
げ
優
勝
／
近
畿

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
円
盤
投
げ
五
位
／

京
都
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
円
盤
投
げ
優

勝
）
▽
笠
原
孝
夫
﹇
園
部
高
二
年

生
﹈（
第
三
十
九
回
近
畿
高
校
陸
上

対
抗
選
手
権
ハ
ン
マ
ー
投
げ
二

位
／
第
三
十
九
回
近
畿
高
校
陸
上

対
抗
選
手
権
府
予
選
ハ
ン
マ
ー
投

げ
二
位
／
京
都
府
高
等
学
校
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
選
手
権
ハ
ン
マ
ー
投
げ

二
位
）
▽
山
内
早
織
﹇
園
部
高
三

年
生
﹈（
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大

会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
十
位
／
第

四
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ

ル
射
撃
選
手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四

〇
Ｊ
Ｗ
出
場
／
全
国
高
等
学
校
ラ

イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
府
予
選

Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
優
勝
）
▽
花

村
文
恵
﹇
園
部
高
二
年
生
﹈（
第
四

十
四
回
全
国
高
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃

選
手
権
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
／
近
畿
高
校
秋
季
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ

Ｗ
優
勝
・
一
〇
誡
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
六

位
）
▽
中
嶋
陽
﹇
北
桑
田
高
美
山

分
校
四
年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
全

国
高
校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技

大
会
五
千
誡
七
位
・
二
千
誡
Ｓ
Ｃ

八
位
／
近
畿
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
課
程
体
育
大
会
陸
上
競
技
の

部
五
千
誡
優
勝
・
二
千
誡
Ｓ
Ｃ
二

位
）
▽
久
保
元
人
﹇
農
芸
高
二
年

女
子
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射
四
十
発

競
技
四
位
・
少
年
女
子
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
立
射
二
十
発
競
技
八
位
／
第

四
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ

ル
射
撃
選
手
権
大
会
一
〇
誡
Ｓ
四

〇
Ｊ
Ｗ
出
場
／
全
国
高
等
学
校
ラ

イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
府
予
選

一
〇
誡
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
優
勝
）
▽
野

中
直
道
﹇
園
部
高
二
年
生
﹈（
全
国

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ハ
ン
マ
ー
投
げ
出

場
／
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会

少
年
Ａ
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
十
一

位
／
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ハ
ン
マ

ー
投
げ
三
位
／
京
都
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
ハ
ン
マ
ー
投
げ
二
位
）
▽
宮
木

淳
平
﹇
園
部
高
二
年
生
﹈（
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
円
盤
投
げ
出
場
／
第

三
十
九
回
近
畿
高
校
陸
上
対
抗
選

技
男
子
四
百
誡
リ
レ
ー
優
勝
﹇
高

屋
裕
司
、
前
田
悠
志
、
渡
邊
弘
貴
、

中
嶋
紘
希
、
平
野
純
基
、
小
寺
宏

哉
﹈）

《
個
人
》

【
一
般
の
部
】

▽
徳
永
軍
司
﹇
八
木
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
﹈（
第
十
六
回
京
都

府
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
秋
季
大

会
優
勝
）
▽
松
本
辰
雄
（
第
六
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
の

じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
三
位
・
ア
キ
ュ
ウ

ラ
シ
ー
三
位
）
▽
出
野
一
一
（
第

六
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
ボ
ウ
リ
ン

グ
四
位
）
▽
関
口
恵
子
（
第
六
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
の

じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
ボ
ウ
リ
ン
グ

四
位
）
▽
井
尻
明
弘
（
第
六
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
の
じ

ぎ
く
兵
庫
大
会
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
六

位
）

【
高
校
生
の
部
】

▽
濱
田
絵
梨
華
﹇
園
部
高
三
年
生
﹈

（
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
少
年

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
は
、

南
丹
市
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化

な
ど
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
個

人
ま
た
は
団
体
に
対
し
て
、
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
「
日

ご
ろ
の
努
力
と
練
習
の
積
み
重
ね

に
よ
る
優
秀
な
成
果
に
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

出
席
者
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

な
お
、
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▽
園
部
中
学
校
陸
上
競
技
部
男
子

（
第
五
十
九
回
京
都
府
中
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
総
合
優

勝
）
▽
園
部
中
学
校
陸
上
競
技
部

男
子
四
百
誡
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
第

三
十
三
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
男
子
四
百
誡
リ
レ
ー
出

場
﹇
大
家
淳
徳
、
前
田
悠
志
、
渡

邊
弘
貴
、
中
嶋
紘
希
、
松
本
裕
貴
、

浅
井
拓
哉
﹈
／
第
五
十
九
回
京
都

府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

8
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三
月
十
一
日
、
南
丹
市
役
所
で
「
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

賞
表
彰
式
」
を
行
い
、
十
三
団
体
、
八
十
九
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

▲スポーツの分野での受賞者



手
権
大
会
一
〇
誡
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
一
〇
誡
Ｓ

六
〇
Ｊ
Ｍ
六
位
）
▽
大
西
省
吾

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
一
〇
誡
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
一
〇
誡
Ｓ

六
〇
Ｊ
Ｍ
三
位
）
▽
小
西
和
伸

﹇
園
部
高
二
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
一
〇
誡
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
一
〇
誡
Ｓ

六
〇
Ｊ
Ｍ
二
位
／
近
畿
高
校
秋
季

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
一
〇

誡
Ｓ
六
〇
Ｊ
Ｍ
七
位
）
▽
長
谷
川

貴
俊
﹇
園
部
高
二
年
生
﹈（
第
四
十

四
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
六
〇
Ｊ

Ｗ
出
場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ

ル
射
撃
選
手
権
大
会
府
予
選
Ｂ
Ｒ

Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
八
位
）
▽
木
戸
ほ

の
か
﹇
北
桑
田
高
一
年
生
﹈（
第
四

十
四
回
近
畿
高
等
学
校
剣
道
大
会

女
子
団
体
の
部
出
場
／
第
二
十
五

回
京
都
府
立
高
等
学
校
剣
道
大
会

女
子
団
体
準
優
勝
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
浅
井
綾
乃
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈

（
第
五
十
九
回
京
都
府
中
学
校
総
合

（
第
三
十
九
回
近
畿
高
校
陸
上
対
抗

選
手
権
や
り
投
げ
七
位
／
第
三
十

九
回
近
畿
高
校
陸
上
対
抗
選
手
権

府
予
選
や
り
投
げ
二
位
／
京
都
府

高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権

や
り
投
げ
二
位
）
▽
足
立
奈
緒
子

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ

四
〇
Ｊ
Ｗ
四
位
）
▽
加
地
素
子

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ

四
〇
Ｊ
Ｗ
三
位
）
▽
田
中
翔
子

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ

四
〇
Ｊ
Ｗ
五
位
）
▽
前
林
美
帆

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
四
〇
Ｊ
Ｗ
出

場
／
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
府
予
選
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｓ

四
〇
Ｊ
Ｗ
五
位
）
▽
松
枝
浩
史

﹇
園
部
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

中
三
年
生
﹈（
第
五
十
五
回
近
畿
中

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
走

高
跳
八
位
／
第
五
十
九
回
京
都
府

中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

走
高
跳
優
勝
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▽
園
部
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

（
第
二
十
八
回
近
畿
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
男
子
四
位
／
第
五
十
七
回

京
都
府
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
男

子
準
優
勝
﹇
川
辺
直
哉
、
野
上
大

介
、
太
田
翔
、
藤
掛
浩
二
、
小
杉

嘉
之
、
中
井
亮
介
、
安
達
徹
、
松

本
瑞
希
、
深
田
皓
亮
﹈）
▽
園
部
中

学
校
野
球
部
（
第
五
十
九
回
京
都

府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
軟
式
野

球
三
位
）
▽
園
部
中
学
校
軟
式
テ

ニ
ス
部
男
子
（
第
五
十
九
回
京
都

府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
三
位
）

《
個
人
》

【
一
般
の
部
】

▽
中
村
映
里
乃
﹇
南
丹
市
体
育
協

会
﹈（
第
二
十
九
回
京
都
府
民
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
成
年
女
子
砲

丸
投
げ
二
位
）

【
高
校
生
の
部
】

▽
中
西
一
平
﹇
園
部
高
二
年
生
﹈

ル
選
抜
優
勝
大
会
出
場
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
前
田
悠
志
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈

（
第
三
十
三
回
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
二
百
誡
準
決
勝

進
出
／
第
五
十
五
回
近
畿
中
学
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
二
百
誡

二
位
／
第
五
十
九
回
京
都
府
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
二
百

誡
優
勝
）
▽
北
井
里
奈
﹇
園
部
中

三
年
生
﹈（
第
三
十
三
回
全
日
本
中

学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
走
高

跳
出
場
／
第
五
十
五
回
近
畿
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
走
高

跳
出
場
／
第
五
十
九
回
京
都
府
中

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
走

高
跳
優
勝
）
▽
高
屋
裕
司
﹇
園
部

生
﹈（
第
二
十
四
回
全
国
高
等
学
校

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
男
子
六
〇
誅
級
七
位
）
▽
小
寺

尚
彦
﹇
農
芸
高
二
年
生
﹈（
第
二
十

四
回
全
国
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
六
〇

誅
級
十
三
位
）
▽
井
上
優
﹇
農
芸

高
三
年
生
﹈（
二
〇
〇
六
世
界
サ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

女
子
四
八
誅
級
四
位
／
第
二
十
四

回
全
国
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
五
二
誅

級
優
勝
・
女
子
最
優
秀
選
手
賞
受

賞
）
▽
山
村
沙
羅
﹇
農
芸
高
三
年

生
﹈（
第
二
十
四
回
全
国
高
等
学
校

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
女

子
六
〇
誅
級
二
位
）
▽
造
酒
泰
子

﹇
農
芸
高
二
年
生
﹈（
二
〇
〇
六
世

界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
女
子
四
四
誅
級
三
位
／
第

二
十
四
回
全
国
高
等
学
校
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子

四
八
誅
級
優
勝
）
▽
尾
上
み
さ
き

﹇
農
芸
高
一
年
生
﹈（
第
二
十
四
回

全
国
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
女
子
六
七
・
五
誅
級

二
位
）
▽
鈴
木
美
貴
子
﹇
農
芸
高

一
年
生
﹈（
第
二
十
四
回
全
国
高
等

学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
女
子
六
〇
誅
級
三
位
）
▽
鈴
木

貴
之
﹇
花
園
高
二
年
生
﹈（
第
三
十

七
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

9 広報なんたん4月号

2007.4

▲文化・芸術の分野での受賞者



﹇
農
芸
高
三
年
生
﹈（
第
四
十
四
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
「
造
園
」
京

都
府
代
表
（
二
〇
〇
六
技
能
五

輪
＆
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ｉ
ｎ
か
が

わ
））

【
中
学
生
の
部
】

▽
岩
崎
彩
乃
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈

（
第
二
十
八
回
少
年
の
主
張
京
都
府

大
会
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞
）
▽

奥
村
春
那
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈（
第

二
十
八
回
少
年
の
主
張
京
都
府
大

会
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞
）
▽
村

下
賀
奈
子
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈（
第

二
十
八
回
「
ふ
る
さ
と
を
描
こ
う
」

写
生
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
）
▽
野
口

麻
美
﹇
美
山
中
三
年
生
﹈（
第
二
十

八
回
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
京

都
府
教
育
長
賞
）
▽
向
井
歩
美

﹇
殿
田
中
二
年
生
﹈（
第
六
十
六
回

全
国
教
育
美
術
展
絵
画
の
部
特
選
）

▽
森
田
麻
友
﹇
同
志
社
女
子
中
二

年
生
﹈（
第
二
十
六
回
京
都
新
聞
書

き
初
め
展
南
丹
市
長
賞
）

■
翔
け
賞
　
ス
ポ
ー
ツ
の
部

《
団
体
》

▽
園
部
小
学
校
六
年
生
女
子
リ
レ

ー
チ
ー
ム
（
二
〇
〇
七
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
阪
大
会
女

子
小
学
四
×
八
〇
誡
リ
レ
ー
三

位
／
第
二
十
二
回
京
都
府
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
四
百
誡
リ

ク
ー
ル
銀
賞
）

《
個
人
》

【
高
校
生
の
部
】

▽
坂
部
勇
輔
﹇
農
芸
高
三
年
生
﹈

（
第
五
十
七
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
（
農
業
鑑
定
競
技
農

業
）
出
場
）
▽
河
谷
裕
史
﹇
農
芸

高
三
年
生
﹈（
第
五
十
七
回
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
農
業

鑑
定
競
技
園
芸
）
出
場
）
▽
榎
田

寛
﹇
農
芸
高
三
年
生
﹈（
第
五
十
七

回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
（
農
業
鑑
定
競
技
畜
産
）
出
場
）

▽
林
知
得
﹇
農
芸
高
二
年
生
﹈（
第

五
十
七
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
（
農
業
鑑
定
競
技
園
芸
）

出
場
）
▽
中
塚
彩
芽
﹇
農
芸
高
三

年
生
﹈（
第
五
十
七
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
農
業
鑑
定

競
技
畜
産
）
出
場
）
▽
冨
田
由
依

子
﹇
農
芸
高
三
年
生
﹈（
第
五
十
七

回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
（
家
畜
審
査
競
技
）
出
場
）
▽

西
村
香
織
﹇
農
芸
高
二
年
生
﹈（
第

五
十
七
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
（
農
業
鑑
定
競
技
園
芸
）

出
場
）
▽
日
高
利
郁
﹇
農
芸
高
三

年
生
﹈（
第
四
十
四
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
「
造
園
」
京
都
府
代
表

（
二
〇
〇
六
技
能
五
輪
＆
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ｉ
ｎ
か
が
わ
））
▽
宮
瀬
翼

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会

家
畜
審
査
競
技
乳
牛
の
部
出
場
／

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大

会
家
畜
審
査
競
技
乳
牛
の
部
最
優

秀
賞
）
▽
竹
井
泰
佑
﹇
農
芸
高
三

年
生
﹈（
第
五
十
七
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
農
業
鑑
定
競

技
（
造
園
）
優
秀
賞
）
▽
酒
井
崇

大
﹇
農
芸
高
三
年
生
﹈（
第
五
十
七

回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
農
業
鑑
定
競
技
（
農
業
土
木
）

優
秀
賞
）
▽
田
中
冬
碁
﹇
農
芸
高

二
年
生
﹈（
第
五
十
四
回
近
畿
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表

（
区
分
食
料
）
優
秀
賞
／
第
五
十
七

回
京
都
府
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

意
見
発
表
（
区
分
食
料
）
最
優
秀

賞
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
高
木
麻
衣
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈

（
第
二
十
八
回
少
年
の
主
張
京
都
府

大
会
京
都
府
知
事
賞
／
全
国
大
会

努
力
賞
）
▽
田
中
斐
子
﹇
園
部
中

三
年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
Ｊ
Ａ
共

済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
）

■
文
化
賞

《
団
体
》

【
中
学
生
の
部
】

▽
園
部
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

（
第
四
十
三
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン

子
枝
肉
共
励
会
最
優
秀
賞
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
美
山
中
学
校
（
平
成
十
八
年
度

キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
文
部
科

学
大
臣
表
彰
）

《
個
人
》

【
高
校
生
の
部
】

▽
正
澤
圭
祐
﹇
北
桑
田
高
美
山
分

校
三
年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
京
都

府
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒

体
験
発
表
大
会
最
優
秀
賞
）
▽
勝

山
航
太
﹇
北
桑
田
高
三
年
生
﹈（
日

本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大

会
平
板
測
量
競
技
優
秀
賞
／
京
都

府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
平

板
測
量
競
技
最
優
秀
賞
）
▽
小
寺

章
洋
﹇
北
桑
田
高
一
年
生
﹈（
日
本

体
育
大
会
陸
上
競
技
百
誡
二
位
）

▽
野
上
大
介
﹇
園
部
中
三
年
生
﹈

（
第
五
十
九
回
京
都
府
中
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
千
五
百
誡
三

位
）
▽
太
田
翔
﹇
園
部
中
一
年
生
﹈

（
第
五
十
五
回
近
畿
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
一
年
千
五
百
誡

七
位
／
第
五
十
九
回
京
都
府
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
一
年

千
五
百
誡
三
位
）
▽
犬
石
有
華

﹇
園
部
中
三
年
生
﹈（
第
五
十
二
回

全
日
本
通
信
陸
上
競
技
京
都
府
大

会
砲
丸
投
三
位
／
第
五
十
九
回
京

都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
砲
丸
投
四
位
）

■
優
秀
文
化
賞

《
団
体
》

【
高
校
生
の
部
】

▽
府
立
農
芸
高
等
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
専
門
部
畜
産
部
（
第
二
十
七
回

京
都
府
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
二
頭
・
最

優
秀
賞
二
頭
／
第
五
十
七
回
京
都

府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
（
区
分
食
料
）

最
優
秀
賞
／
中
国
地
区
ブ
ラ
ッ

ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
一
頭
・
最
優
秀
出

品
校
受
賞
）
▽
府
立
農
芸
高
等
学

校
農
産
バ
イ
オ
科
動
物
バ
イ
オ
類

型
（
第
七
回
大
阪
体
外
受
精
卵
産
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岡
小
二
年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
京

都
府
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
京

都
新
聞
社
賞
）
▽
山
内
拓
哉
﹇
平

屋
小
五
年
生
﹈（
第
七
回
瓦
の
あ
る

風
景
絵
画
展
京
都
府
教
育
長
賞
）

小
林
の
ぞ
み
﹇
鶴
ヶ
岡
小
二
年
生
﹈

（
平
成
十
八
年
度
京
都
府
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
知
事
賞
／

第
二
十
六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め

展
特
別
賞
）
▽
河
村
衣
香
﹇
鶴
ヶ

小
五
年
生
﹈（
第
二
十
六
回
京
都
新

聞
書
き
初
め
展
金
賞
）
▽
出
野
紗

代
﹇
園
部
小
五
年
生
﹈（
第
二
十
六

回
京
都
新
聞
書
き
初
め
展
金
賞
）

▽
高
屋
真
奈
美
﹇
川
辺
小
一
年
生
﹈

（
第
二
十
六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め

展
金
賞
）
▽
小
寺
彩
乃
﹇
摩
気
小

四
年
生
﹈（
第
五
十
二
回
青
少
年
読

書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞
）
▽
美

馬
有
津
沙
﹇
八
木
小
三
年
生
﹈（
第

二
十
六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め
展

京
都
府
教
育
長
賞
）
▽
美
馬
光

﹇
八
木
小
一
年
生
﹈（
第
二
十
六
回

京
都
新
聞
書
き
初
め
展
南
丹
市
教

育
長
賞
）
▽
中
川
知
世
﹇
富
本
小

四
年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
緑
化
運

動
ポ
ス
タ
ー
京
都
府
教
育
長
賞

﹇
奨
励
賞
﹈）
▽
宇
野
颯
人
﹇
殿
田

小
二
年
生
﹈（
第
三
十
六
回
京
都
新

聞
お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
）
▽
谷
口

果
穂
﹇
胡
麻
郷
小
五
年
生
﹈（
第
二

十
六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め
展
金

賞
）
▽
松
本
皓
平
﹇
鶴
ヶ
岡
小
五

年
生
﹈（
平
成
十
八
年
度
京
都
府
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
教

育
長
賞
）
▽
田
口
僚
馬
﹇
鶴
ヶ
岡

小
三
年
生
﹈（
第
五
十
四
回
統
計
グ

ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
／
平

成
十
八
年
度
京
都
府
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
知
事
賞
）
▽

ー
ド
ル
優
勝
）
▽
藤
村
葵
﹇
胡
麻

郷
小
六
年
生
﹈（
二
〇
〇
七
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
阪
大
会

女
子
小
学
生
六
〇
誡
八
位
／
第
二

十
二
回
京
都
府
小
学
生
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
百
誡
優
勝
）

■
翔
け
賞
　
文
化
の
部

《
団
体
》

▽
鶴
ヶ
岡
小
学
校
（
京
都
府
教
育

委
員
会
主
催
み
ん
な
で
読
も
う
！

一
〇
〇
〇
万
冊
読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
京
都
府
教
育
長
賞
）

《
個
人
》

▽
田
中
希
佳
﹇
園
部
小
六
年
生
﹈

（
第
二
十
六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め

展
京
都
知
事
賞
）
▽
森
田
里
穂

﹇
園
部
第
二
小
五
年
生
﹈（
第
二
十

六
回
京
都
新
聞
書
き
初
め
展
特
別

賞
）
▽
水
口
千
星
﹇
園
部
小
四
年

生
﹈（
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
京
都
知
事
賞
）
▽
山
田
菜
美

子
﹇
園
部
小
四
年
生
﹈（
青
少
年
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
市
教

育
長
賞
）
▽
岡
高
志
﹇
園
部
小
三

年
生
﹈（
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
京
都
府
学
校
図
書
館
協
議

会
長
賞
）
▽
西
田
佳
永
﹇
園
部
小

三
年
生
﹈（
青
少
年
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
京
都
府
図
書
館
協
議
会

長
賞
）
▽
福
島
駿
介
﹇
園
部
第
二

レ
ー
二
位
﹇
中
田
優
衣
、
岩
崎
楓
、

今
井
爽
歩
、
滝
村
詩
織
﹈）
▽
園
部

小
学
校
五
・
六
年
生
駅
伝
チ
ー
ム

（
平
成
十
八
年
度
第
二
回
南
丹
小
学

校
駅
伝
「
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
」

優
勝
）

《
個
人
》

▽
滝
村
詩
織
﹇
園
部
小
六
年
生
﹈

（
第
二
十
二
回
京
都
府
小
学
生
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
百
誡
二
位
）
▽

熊
本
展
也
﹇
摩
気
小
六
年
生
﹈（
第

十
七
回
府
少
年
少
女
柔
道
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
六
年
生
口
丹
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
準
優
勝
）
▽
熊
本
啓
佑

﹇
摩
気
小
四
年
生
﹈（
第
十
七
回
府

少
年
少
女
柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
四
年
生
口
丹
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
優

勝
）
▽
八
木
孝
紘
﹇
八
木
小
六
年

生
﹈（
第
二
十
二
回
京
都
府
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
百
誡
優
勝
）

▽
鈩
康
一
﹇
新
庄
小
五
年
生
﹈（
第

二
十
六
回
京
都
府
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
五
年
生
以
上

複
合
の
部
準
優
勝
）
▽
大
狩
光
貴

﹇
八
木
小
五
年
生
﹈（
第
十
五
回
全

国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
五
年

生
以
下
男
子
複
合
の
部
準
優
勝
）

▽
小
多
田
隼
也
﹇
吉
富
小
六
年
生
﹈

（
第
二
十
二
回
全
国
小
学
生
陸
上
交

流
大
会
京
都
府
予
選
会
八
〇
誡
ハ

11 広報なんたん4月号

2007.4

▲およそ100人の受賞者が出席



ニ
ー
デ
ン
市
内
の
視
察
を
行
い
、

美
し
い
街
並
み
や
歴
史
を
見
聞
し

ま
し
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
ク
ル
ー

ザ
連
合
市
で
三
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
農
業
施
設
、
福
祉
施
設
な

ど
の
市
内
視
察
を
行
い
、
異
国
文

化
を
体
験
す
る
な
ど
有
意
義
な
交

流
が
で
き
ま
し
た
。

八
人
の
参
加
者
は
、「
人
の
温
か

さ
に
触
れ
、
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
。
今
後
、
南
丹
市
で
こ
の
体
験

を
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
思
い

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ク
ル
ー

ザ
連
合
市
）
と
の
交
流
は
、
平
成

十
四
年
十
一
月
に
旧
日
吉
町
と
ク

ル
ー
ザ
連
合
市
と
の
間
で
「
友
好

宣
言
」
の
調
印
が
行
わ
れ
始
ま
っ

た
も
の
で
、
今
回
、
南
丹
市
と
な

っ
て
初
め
て
の
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。一

行
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
入

国
後
、
最
初
に
南
島
海
岸
部
の
ダ

南
丹
市
の
国
際
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
二
月
十
八
日
か

ら
二
十
四
日
に
か
け
て
市
民
八
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪

問
し
、
市
内
視
察
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

12
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▲小学生に書道を教えて交流を深めました

▲羊の毛刈りを体験

▲派遣事業参加者（ダニーデン市にて）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
視
察
を
通
し
て
異
文
化
体
験

ー
市
民
国
際
交
流
派
遣
事
業
ー

ニュージーランド
派遣事業　団長

佐藤　文則さん

今
回
の
派
遣
事
業
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
地
元
の
小
学

生
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

農
業
専
門
学
校
で
の
羊
の
毛
刈

り
な
ど
、
七
日
間
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
街
中

に
ゴ
ミ
一
つ
無
く
、
人
と
自
然

が
一
体
と
な
っ
て
共
存
し
て
い

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ

て
お
り
、
と
て
も
き
れ
い
な
街

だ
と
思
い
ま
し
た
。
南
丹
市
で

も
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

今
回
の
国
際
交
流
事
業
を
皮

切
り
に
、
国
際
交
流
に
対
す
る

関
心
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に

広
が
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流

事
業
が
全
市
域
的
な
取
り
組
み

と
し
て
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

「「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

感
じ
た
こ
と
」

感
じ
た
こ
と
」

感
じ
た
こ
と
」
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か
ら
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
副

団
長
兼
支
団
長
、
副
支
団
長
、
分

団
長
、
副
分
団
長
、
指
導
員
、
部

長
、
ラ
ッ
パ
隊
長
、
班
長
の
代
表

者
へ
の
辞
令
交
付
に
続
き
、
新
入

団
員
八
十
三
人
を
代
表
し
て
園
部

支
団
の
小
畠
輝
亮
団
員
が
、
益
田

団
長
よ
り
辞
令
を
受
け
、「
良
心
に

従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
。
最
後
に
益
田
団

長
が
「
南
丹
市
消
防
団
の
発
展
に

向
け
、
全
力
で
消
防
団
活
動
に
取

り
組
む
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
園
部
支
団
で
は

新
入
団
員
が
全
員
参
加
し
て
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
木
、

日
吉
支
団
で
は
、
各
支
所
で
支
団

幹
部
ら
へ
の
辞
令
交
付
式
、
美
山

支
団
で
は
市
立
美
山
中
学
校
体
育

館
で
全
支
団
員
が
参
加
し
て
の
入

退
団
式
お
よ
び
辞
令
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
初
め
に
奥
村
睦
夫

団
長
の
退
任
に
伴
い
、
益
田
武
彦

氏
に
市
長
か
ら
南
丹
市
消
防
団
長

の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
々
木
稔
納
市
長
が

「
市
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
、
崇

高
な
精
神
で
の
消
防
団
活
動
を
心

四
月
一
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で

南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
お
よ
び
辞
令
交

付
式
を
行
い
、
お
よ
そ
四
百
人
の
団
員
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

▲宣誓を行う小畠輝亮団員

▲辞令を受ける益田武彦団長（右）

消
防
団
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

ー
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
ー

（敬称略）�

南丹市消防団組織図�

副 団 長�
（兼八木支団長）�

米田　秀和�

副 団 長�
（兼日吉支団長）�

小林　敏雄�

副 団 長�
（兼園部支団長）�

野々口　志朗�

副 団 長�
（兼美山支団長）�

佐々木　智康�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

副支団長� 副支団長�
（兼指導員長）�

指

導

員

�

第
5
分
団�

第
4
分
団�

第
3
分
団�

第
2
分
団�

第
1
分
団�

指

導

員

�

第
5
分
団�

第
4
分
団�

第
3
分
団�

第
2
分
団�

第
1
分
団�

指

導

員

�

第
3
分
団�

第
2
分
団�

第
1
分
団�

指

導

員

�

第
6
分
団

第
5
分
団�

第
4
分
団�

第
3
分
団�

第
2
分
団�

第
1
分
団�

園部支団 団員数448人� 八木支団 団員数442人� 日吉支団 団員数350人� 美山支団 団員数333人�

団    長�
益田　武彦�



百
四
十
七
人
の
園
児
が
卒
園
し

ま
し
た
。

れ
、
今
年
が
最
後
の
卒
業
式
と
な

り
ま
し
た
。
式
で
は
、
最
後
の
卒

業
生
と
な
っ
た
五
人
に
、
今
西
徹

校
長
が
「
五
ヶ
荘
小
学
校
の
卒
業

生
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
も
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
所
で
も
そ
れ
ぞ

れ
卒
園
式
を
行
い
、
合
わ
せ
て
二

四
つ
の
中
学
校
で
は
、
三
月
十

三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
で
卒

業
式
を
行
い
、
三
百
五
十
九
人
が

卒
業
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
八
の
小
学
校
で
は
、

三
月
二
十
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
で
卒
業
式
を
行
い
、
三
百
五

十
三
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
五
ヶ
荘
小
学
校
は

四
月
か
ら
殿
田
小
学
校
と
統
合
さ

14
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南
丹
っ
子
九
百
五
十
九
人
が
晴
れ
の
巣
立
ち

ー
市
内
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
卒
業
・
卒
園
式
ー

南
丹
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
合
わ
せ
て

九
百
五
十
九
人
が
卒
業
・
卒
園
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出

と
新
た
な
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

▲183人が卒業した園部中学校

▲家族に感謝の想いを伝える園児（八木中央幼児学園）

▲最後の卒業式となった五ヶ荘小学校

▲5人の園児が卒園した鶴ヶ岡保育所

▲今後の活動の方針が検討されました

三
月
八
日
、
園
部
町
「
花
」
友

の
会
（
中
嶋
美
好
会
長
）
の
地
区

代
表
者
会
議
が
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
花
」
友
の
会
は
、
花
苗
の
育

成
、
飾
花
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

開
催
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
飾

花
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
花
と
緑

で
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
園
部
地
域
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
地
域
で
も
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
活
動
の
方
針
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ー
園
部
町
「
花
」
友
の
会

地
区
代
表
者
会
議
ー
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が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
早
川
さ
ん
は
「
寝
た
き

り
に
な
る
と
認
知
症
に
な
り
や
す

い
。
介
護
す
る
方
も
あ
ま
り
怒
ら

な
い
こ
と
が
大
事
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
江
村
さ
ん

は
寝
た
き
り
の
奥
さ
ん
の

介
護
を
さ
れ
、「
家
族
を
介

護
す
る
と
き
に
、
一
生
懸

命
に
な
る
と
介
護
す
る
方

が
参
っ
て
し
ま
う
。
大
事

な
の
は
軈
ほ
ど
ほ
ど
軋
と

い
う
こ
と
」
と
自
身
の
体

験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

や
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
、
介

護
に
対
す
る
知
識
を
広
め
た
い
方

な
ど
を
対
象
に
、「
南
丹
市
家
族
介

護
者
教
室
」
が
三
月
に
市
内
の
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
に
は
、
八
木
支
所
で
総

合
人
間
研
究
所
所
長
の
早
川
一
光

さ
ん
が
「
看
て
看
と
ら
れ
て
」
と

題
し
て
講
演
。
ま
た
、
八
日
に
南

丹
市
園
部
公
民
館
、
二
十
二
日
に

南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
二
十
七
日
に
南
丹
市
美
山
文

化
ホ
ー
ル
で
、
前
高
槻
市
市
長
の

江
村
利
雄
さ
ん
に
よ
る
「
妻
の
介

護
は
私
が
や
る
　
寝
た
き
り
夫
人

の
介
護
体
験
記
」
と
題
し
た
講
演

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
、
南
丹
市

消
防
団
（
奥
村
睦
夫
団
長
）
で
は

二
月
二
十
五
日
に
八
木
支
団
で
、

三
月
一
日
に
園
部
支
団
、
三
月
四

日
に
は
日
吉
・
美
山
支
団
で
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
ほ
か
、
園

部
・
美
山
支
団
で
は
非
常
招
集
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
美
山
支
団
で
は
、
地

域
の
高
齢
者
世
帯
を
団
員
が
訪
問

し
、
消
火
器
の
点
検
や
火
の
元
の

点
検
を
行
う
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
分
団
ご
と
に
火

災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
参

加
し
た
団
員
た
ち
は
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
六
日
、
南
丹
市
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、

民
生
児
童
委
員
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
十
五
人
の
委
員
が
出
席

し
、
会
長
に
吉
田
義
一
さ
ん
、
副

会
長
に
覗
渕
八
重
子
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
南
丹

保
健
所
か
ら
南
丹
市
内
に
お
け
る

虐
待
は
近
隣
の
市
町
と
比
べ
て
少

な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

南
丹
市
で
も
虐
待
が
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
啓
発
活
動
や
地
域

と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
会
議
で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

▲虐待防止の取り組みが話し合われました

▲自身の介護体験を語る江村利雄さん

▲美山支団で行われた火災想定訓練

家
族
の
介
護
は

軈
怒
ら
ず
軋軈
ほ
ど
ほ
ど
軋
に

ー
南
丹
市
家
族
介
護
者
教
室
ー

地域を火災から守る
ー春の火災予防運動ー

蜻
早
川
一
光
さ
ん
が
「
怒
ら
な
い
こ
と
が
大
事
」
と
講
演

地
域
と
連
携
し
虐
待
を
防
止

ー
南
丹
市
高
齢
者

虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー



保
育
士
　
宇
野
み
す
ず
（
新
規
採
用
）

▽
園
部
保
育
所
保
育
士
　
川
坂
美
紗

子
（
新
規
採
用
）
▽
城
南
保
育
所
保

育
士
　
松
尾
公
美
（
胡
麻
保
育
所
保

育
士
）
▽
城
南
保
育
所
保
育
士
　
井

上
麻
紀
（
新
規
採
用
）
▽
胡
麻
保
育

所
保
育
士
　
和
田
純
江
（
城
南
保
育

所
保
育
士
）
▽
平
屋
保
育
所
保
育
士

近
澤
真
紀
代
（
城
南
保
育
所
保
育
士
）

▽
大
野
保
育
所
保
育
士
　
鈴
木
亜
寿

架
（
美
山
支
所
健
康
福
祉
課
主
事
）

【
三
月
末
退
職
者
】

▽
波
部
敏
和
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
）
▽
山
内
正
和
（
美
山
支
所

建
設
課
建
設
係
長
）
▽
畑
啓
子
（
八

木
中
央
保
育
所
係
長
）
▽
湯
浅
幸
雄

（
総
務
部
総
務
財
政
課
主
任
）
▽
田
上

多
栄
（
園
部
保
育
所
保
育
士
）

▽
八
木
東
保
育
所
主
査
　
福
岡
尚
子

（
同
所
保
育
士
）
▽
日
吉
中
央
保
育
所

主
査
　
曽
利
恵
理
子
（
平
屋
保
育
所

主
査
）
▽
み
や
ま
保
育
所
主
査
　
高

橋
知
代
（
興
風
保
育
所
主
査
）

【
主
事
級
】

▽
総
務
部
総
務
財
政
課
主
事
　
三
原

大
雅
（
同
課
主
事
補
）
▽
京
都
府
総

務
部
自
治
振
興
課[

京
都
府
実
務
研
修]

柳
井
信
時
（
八
木
支
所
建
設
課
主
事
）

▽
福
祉
事
務
所
主
事
　
馬
渕
美
賀

（
園
部
保
育
所
保
育
士
）
▽
八
木
支
所

健
康
福
祉
課
主
事
　

花
奈
（
園

部
支
所
健
康
福
祉
課
主
事
）
▽
美
山

支
所
健
康
福
祉
課
主
事
　
桂
隆
浩

（
八
木
支
所
健
康
福
祉
課
主
事
）
▽
園

部
保
育
所
保
育
士
　
武
田
知
美
（
大

野
保
育
所
保
育
士
）
▽
園
部
保
育
所

高
橋

東
保
育
所
主
任
　
山
口
雅
世
（
園
部

保
育
所
主
任
）
▽
興
風
保
育
所
主
任

弓
削
志
津
加
（
み
や
ま
保
育
所
主
任
）

【
主
査
級
】

▽
総
務
部
総
務
財
政
課
主
査
　
畠
中

寿
（
同
課
主
事
）
▽
総
務
部
総
務
財

政
課
主
査
　
寺
井
正
和
（
同
課
主
事
）

▽
福
祉
事
務
所
主
査
　
岡
部
和
子

（
同
所
主
事
）
▽
事
業
部
農
林
商
工
課

主
査
　
中
井
雅
宏
（
同
課
主
事
）
▽

水
道
事
業
所
下
水
道
課
主
査
　
中
澤

美
鈴
（
同
課
主
事
）
▽
園
部
支
所
地

域
総
務
課
主
査
　
塩
見
規
子
（
同
課

主
事
）
▽
園
部
支
所
地
域
総
務
課
主

査
　
上
野
正
博
（
同
課
主
事
）
▽
園

部
支
所
健
康
福
祉
課
主
査
　
井
尻
哲

也
（
同
課
主
事
）
▽
八
木
支
所
地
域

総
務
課
主
査
　
津
原
真
由
美
（
同
課

主
事
）
▽
八
木
支
所
地
域
総
務
課
主

査
　
国
府
幸
明
（
同
課
主
事
）
▽
八

木
支
所
地
域
総
務
課
主
査
　
田
村
祐

子
（
同
課
主
事
）
▽
美
山
支
所
健
康

福
祉
課
主
査
　
田
中
智
美
（
同
課
主

事
）
▽
教
育
委
員
会
教
育
振
興
係
園

部
主
査
　
山
田
真
美
（
同
係
主
事
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
振
興
係
園
部
主

査
　
井
尻
智
道
（
同
係
主
事
）
▽
教

育
委
員
会
教
育
振
興
係
八
木
主
査

浅
田
妙
子
（
同
係
主
事
）
▽
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
主
査
　
山
下
剛

（
同
課
主
事
）
▽
教
育
委
員
会
園
部
幼

稚
園
主
査
　
西
岡
典
子
（
同
園
教
諭
）

▽
教
育
委
員
会
園
部
幼
稚
園
主
査

谷
明
美
（
同
園
教
諭
）
▽
園
部
保
育

所
主
査
　
河
原
育
代
（
同
所
保
育
士
）

松
山
純
子
（
同
所
主
任
）
▽
八
木
東

保
育
所
係
長
　
今
西
恵
子
（
同
所
主

任
）
▽
胡
麻
保
育
所
係
長
　
岡
島
眞

理
子
（
園
部
保
育
所
係
長
）
▽
教
育

委
員
会
す
こ
や
か
学
園
係
長
　
前
原

一
子
（
園
部
幼
稚
園
係
長
）

【
主
任
級
】

▽
福
祉
部
健
康
課
主
任
　
人
見
敦
子

（
同
課
主
査
）
▽
事
業
部
都
市
計
画
課

主
任
　
小
寺
雅
智
（
同
課
主
査
）
▽

日
吉
支
所
産
業
振
興
課
主
任
　
安
木

裕
一
郎
（
同
課
主
査
）
▽
美
山
支
所

地
域
総
務
課
主
任
　
井
上
操
（
同
課

主
査
）
▽
美
山
支
所
健
康
福
祉
課
主

任
　
磯
部
雅
子
（
同
課
主
査
）
▽
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任
　
辻
健

二
郎
（
同
課
主
査
）
▽
教
育
委
員
会

教
育
振
興
係
園
部
主
任
　
湯
浅
康
弘

（
同
係
主
査
）
▽
教
育
委
員
会
教
育
振

興
係
八
木
主
任
　
谷
口
悌
（
同
係
主

査
）
▽
教
育
委
員
会
教
育
振
興
係
日

吉
主
任
　
船
越
香
（
同
係
主
査
）
▽

八
木
中
央
幼
稚
園
主
任
　
高
西
美
千

代
（
同
園
主
査
）
▽
園
部
保
育
所
主

任
　
秦
久
美
（
同
所
主
査
）
▽
園
部

保
育
所
主
任
　
井
尻
真
奈
美
（
同
所

主
査
）
▽
城
南
保
育
所
主
任
　
吉
田

さ
ゆ
り
（
同
所
主
査
）
▽
城
南
保
育

所
主
任
　
佐
井
か
よ
子
（
同
所
主
査
）

▽
八
木
中
央
保
育
所
主
任
　
今
井
か

お
り
（
城
南
保
育
所
主
査
）
▽
八
木

平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
の
南
丹

市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（

）
内
は
前
職

【
部
長
級
】

▽
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
　
永

塚
則
昭
（
福
祉
部
長
）
▽
会
計
管
理

者
　
永
口
茂
治
（
福
祉
事
務
所
長
）

【
次
長
級
】

▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
社
会
教

育
課
長
　
東
野
裕
和
（
教
育
次
長
）

【
課
長
級
】

▽
胡
麻
・
日
吉
中
央
・
興
風
保
育
所

長
　
東
厚
子
（
胡
麻
保
育
所
所
長
補

佐
）

【
主
幹
級
】

▽
総
務
部
合
併
調
整
室
主
幹
　
堀
江

長
（
園
部
支
所
地
域
総
務
課
主
幹
）

▽
美
山
支
所
建
設
課
主
幹
兼
建
設
係

長
　
中
西
伊
三
雄
（
同
課
主
幹
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
興
風
保
育
所
所
長
補
佐
　
堀
江
純

子
（
城
南
保
育
所
係
長
）

【
係
長
級
】

▽
総
務
部
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

長
　
西
田
文
英
（
企
画
情
報
課
﹇
京

都
府
企
業
局
建
設
整
備
室
派
遣
﹈）
▽

園
部
保
育
所
係
長
　
石
田
博
子
（
鶴

ヶ
岡
保
育
所
係
長
）
▽
城
南
保
育
所

係
長
　
前
田
和
代
（
八
木
東
保
育
所

係
長
）
▽
八
木
中
央
保
育
所
係
長
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委　員　長　齊藤　　進 さん（八木町・刑　部）�

職務代理者　木村　光一 さん（美山町・豊　郷）�

委　　　員　奥村　　功 さん（園部町・天　引）�

委　　　員　湯浅　照夫 さん（日吉町・生　畑）�

教　育　長　牧野　　修 さん（園部町・小桜町）�

教育委員長�
齊藤　　進さん�

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会�

委
員
委
員
を
選
任
選
任�

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会�

委
員
委
員
を
選
任
選
任�

教
育
委
員
会�

委
員
を
選
任�

　
勝
田
正
巳
委
員
長
の
退
任
に
伴
い
、三

月
三
十
一
日
付
け
で
齊
藤
進
さ
ん
が
教
育

委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、新
た
に
湯
浅
照
夫
さ
ん
が
委
員

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。�

教育委員会委員�

南
丹
市
職
員
人
事
異
動

南
丹
市
職
員
人
事
異
動�
南
丹
市
職
員
人
事
異
動

南
丹
市
職
員
人
事
異
動�
南
丹
市
職
員
人
事
異
動�



【
健
康
な
生
活
習
慣
を�

　
　
送
る
た
め
の
７
ヵ
条
】�

�

・
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。�

・
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。�

・
適
度
な
運
動
を
す
る
。�

・
適
切
な
体
重
を
維
持
す
る
。�

・
七
〜
八
時
間
の
睡
眠
を
維
持
す
る
。

・
毎
朝
、
朝
食
を
と
る
。�

・
不
必
要
な
間
食
を
し
な
い
。�
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お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

―13―�

南
丹
市
で
は
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
市
民
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
あ
る
こ
の
時
期
に
、
あ
ら
た

め
て
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
体
の
健
康
に
加
え

て
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

春
は
物
事
が
新
し
く
な
る
、
始
ま

り
の
季
節
で
す
。
進
学
や
就
職
な
ど

で
環
境
が
変
わ
っ
た
り
、
寒
か
っ
た

冬
が
終
わ
り
暖
か
く
な
っ
た
の
で
、

何
か
を
新
し
く
始
め
よ
う
と
い
う
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
季

節
の
変
わ
り
目
に
は
精
神
的
な
ト
ラ

ブ
ル
に
陥
る
人
が
多
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
季
節
の
変
化
は
私
た
ち

の
身
体
面
に
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
面

に
も
影
響
を
与
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
う
つ
病
な
ど
は
、
寒
く

な
り
始
め
る
十
一
月
か
ら
十
二
月

と
、
暖
か
く
な
り
始
め
る
四

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
発
症

し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

特
に
春
は
、
新
生
活
が
始

ま
る
な
ど
、
生
活
の
リ
ズ
ム

が
変
わ
り
ま
す
。

体
調
な
ど
身
体
に
気
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

心
の
健
康
に
気
を
配
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体

も
心
も
疲
れ
や
す
く
な
っ
て

い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て
、
無
理
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
休
養
」「
気
晴
ら
し
」「
く

つ
ろ
ぎ
」
で
す
。「
休
養
」
で
特
に

重
要
な
の
は
、
睡
眠
時
間
の
確
保
で

す
。
毎
日
、
七
〜
八
時
間
の
睡
眠
を

と
っ
て
体
を
休
め
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。「
気
晴
ら
し
」
は
、
運
動
や

入
浴
、
趣
味
の
時
間
を
持
つ
な
ど
、

自
分
な
り
に
気
分
転
換
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
普
段
の
生
活
の

中
に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
く
つ
ろ
ぎ
」
は
、
自
分

の
気
持
ち
を
緩
め
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

春は市民健診の季節です
体と合わせて心の健康も考えてみませんか？

★
季
節
の
変
わ
り
目
は

心
の
健
康
に
ご
注
意
を

★
心
の
健
康
を
保
つ
に
は

で
き
る
時
間
を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
、
心
や
体
の
抵
抗
力
を
高

め
て
、
病
気
に
か
か
り
に
く
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
目
は
、
趣
味
や
仕
事
、
生
き

が
い
な
ど
何
で
も
良
い
の
で
「
こ
れ

が
楽
し
み
で
生
き
て
い
る
」
も
の
を

生
活
の
中
に
持
つ
こ
と
で
す
。
自
分

の
生
活
に
自
信
を
持
つ
こ
と
や
、
満

足
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗

力
が
高
ま
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
自

分
が
困
っ
た
時
に
何
で
も
相
談
で
き

る
人
を
見
つ
け
、
安
心
し
て
日
々
の

生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
三
つ
目

は
、
規
則
正
し
い
生
活
で
、
病
気
に

負
け
な
い
体
を
作
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
は
、
自
分
に
で
き
る
健
康

習
慣
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【体の症状】�
不眠・睡眠過多・過食・
食欲不振・胃痛・下痢・
便秘・頭痛・頭重感など�
【心の症状】�
落ち込む・イライラ・不
安感・緊張感・無気力・
悲観的・集中できない・
自分や他人を責める・誰
にも会いたくないなど�

★
日
ご
ろ
か
ら
心
と
体
の
抵
抗
力

を
高
め
る
三
つ
の
心
が
け
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「
人
と
自
然
と
の
共
存
が
、
未
来
に
つ
な
が
る
」

（
2
／
25
・
い
き
も
の
川
探
訪
）

南丹市日吉町にある明治鍼灸大学附属鍼灸センター
による市民公開講座が南丹市国際交流会館で行われ、お
よそ60人の市民が訪れました。当センターでは地域の
健康を守るため、これまで日吉町で講座を開いて、日
ごろから健康に気をつけてもらおうと取り組まれてお
り、今回は南丹市となって初めて園部町地域で開催さ
れたものです。
この日は肥満の基礎知識と生活習慣病の予防が紹介

されました。また、体調管理に役立つ家庭でできる輅ツ
ボ”療法が紹介され、訪れた参加者は早速、実践して
いました。

都市近郊に位置しながら多くの自
然が残っている南丹地域の身近な水
辺の生き物を見つめ直そうと、新し
い歴史に向かって走ろう府民運動推
進協議会亀岡支部・園部支部が、八
木公民館で「いきもの川探訪」と題
して講演会や交流会が行われました。
交流会ではまず、京都学園大学バ
イオ環境学部の大西信弘助教授が基
調講演を行われ、人と自然との共存
の必要性を強調されました。続いて、
岡山淡水魚研究会や岡山市賞田町内
会のメンバーが、アユモドキをはじ
めとする淡水魚保護活動の取り組み
の事例発表をされました。また、地
元からは八木町西田自治会からの報
告があり、平成16年から始めた「魚
の観察会」で23種類の淡水魚や10
種類の貝類が確認されたものの水質
の悪化が懸念されることや「農業を
続けていくという希望と結びつけて
活動を続けていきたい」と抱負を述
べられていました。最後に意見交流
会が行われ、一人ひとりが今日の話
を背負いながら次の一歩を考えてい
くことを確認し合いました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

▲日吉町胡麻地域の歴史をたどりました（日吉神社にて）

▲「肥満を知ることで健康な毎日が送れます」

「
家
庭
で
で
き
る
健
康
法

で
毎
日
が
元
気
！
」

（
3
／
17
・
市
民
公
開
講
座
）

「
南
丹
市
の
歴
史
に

触
れ
る
見
学
会
」

（
3
／
25
・
丹
波
史
談
会
）

丹波地方の郷土史を研究するグルー
プ「丹波史談会」（奥村覺会長）によ
る、日吉町胡麻から京丹波町丹波高原
までの歴史を訪ねる「胡麻・丹波高原
見学会」が行われました。当日は、奥
村会長が地域の地名や地層、生えてい
る植物などから分かる地域の変遷など
を説明されました。また、胡麻川の上
流にある昔の大堰川を利用した通船の
港跡や、旧若狭古道、太古の地殻変動
でできた河川流路を今に残す 輅水分

みずわかれ

の
路
みち

”などを見学し、参加者は地域の歴
史を感じる１日になりました。

▲事例発表に耳を傾ける参加者
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「
共
に
生
き
、
共
に
学
ん
で
教
養
を
高
め
よ
う
」 「

子
ど
も
た
ち
で
企
画
し
た
お
別
れ
会
」

日吉町地域の高齢者および女性を対象と
した生涯学習推進事業、日吉福祉大学・紅
が丘大学の閉講式を、南丹市日吉町生涯学
習センターで行いました。
平成18年度の受講生は、323人（福祉

大学262人、紅が丘大学61人）。教養文
化・人権・体育などの講座のうち、必要単
位数を受講した学生には修了証書と鉢植え
の花が粟路静夫学長から贈られました。

▲修了証書と鉢植えの花が贈られました

3月23日、平成18年度の美山山村留学
センター「四季の里」の退所式が行われ、
8人の児童が、1年間生活をした山村留学
センターから巣立ちました。山村留学と
は、小・中学生が一定期間親元を離れ、山
村の留学センターや里親家庭で生活しなが
ら現地の学校で学ぶもので、旧美山町では
平成10年から知井小学校で山村留学制度
をスタートし、今までに69人の児童が留
学しました。

南丹市教育委員会が主催する生涯学
習フェスタが、南丹市美山町文化ホー
ルで開催され、およそ300人が参加し
ました。フェスタでは、滋賀県の寺院
三寶莚
さんぽうえん

の栢木 住職による「世の中
当たり前はない！」と題した講演が行
われ、「教えられることだけでなく、
自分が感じることが大事」と話されま
した。この後、美山町文化協会の発表
会が行われ、地域の各サークルが多彩
なステージ発表を披露。また、手芸や
書道などの作品が会場に飾られ、訪れ
た人々も足を止めて見入っていました。

南丹市八木町の氷所子供会では、地
域の中学校3年生の卒業を祝うお別れ会
を氷所会議所で行われました。
氷所子供会では、子どもたち自身が

活動を企画し運営されており、今回も3
月で卒業する3人の先輩へのお別れ会と
して企画されました。
こうした活動が評価され、氷所子供

会は南丹船井地区民生児童委員協議会
の 輅こども福祉活動表彰”をこのほど
受けられ、当日、民生児童委員の中川
純子さんから子供会会長の藤原将太君
へ表彰状が手渡されました。

（
3
／
23
・
日
吉
福
祉
大
学
・
紅
が
丘
大
学
閉
講
式
）

「
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
と
作
品
を
披
露
」

（
3
／
4
・
南
丹
市
美
山
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
）

「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」

（
3
／
23
・
美
山
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
退
所
式
）

（
3
／
18
・
氷
所
子
供
会
「
お
別
れ
会
」）

▲8人の児童が退所しました

▲栢木住職による講演

▲ユニークな活動方法が評価され、「こども福祉活動表彰」を受賞

2007.4

寛照



国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
今
年
か
ら
四
月
二

十
九
日
が
軈
昭
和
の
日
軋
、
五
月
四

日
が
軈
み
ど
り
の
日
軋
の
祝
日
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
五
月
の

三
連
休
が
日
曜
日
と
重
な
っ
た
場

合
、
六
日
が
振
替
休
日
に
な
り
、
来

年
が
そ
の
年
に
な
り
ま
す
。
連
休

中
、
南
丹
市
内
で
も
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
、
新
し
い
軈
ふ
る
さ

と
軋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
（
Ｓ
）

南
丹
市
美
山
町
樫
原
地
区
に
あ

る
大
野
ダ
ム
に
は
、
お
よ
そ
千
本

の
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
春
に

は
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
に
、
旧
美
山
町

や
商
工
会
な
ど
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
、
第
四
回
か
ら
は
地
元
の
大
野

地
区
の
住
民
組
織
が
主
体
と
な
り

今
年
で
二
十
二
回
目
を
開
催
。
大

野
ダ
ム
の
桜
を
、
多
く
の
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、
趣

向
を
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
は
、
地
元
の
新

鮮
な
野
菜
を
並
べ
た
朝
市
や
、
手

作
り
の
桜
餅
、
納
豆
な
ど
の
加
工

品
を
そ
ろ
え
て
、
訪
れ
た
人
た
ち

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
地
元
大
野

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
太
鼓
」
や
、
夜
に
は
夜
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
花
火
の
打
ち
上
げ

な
ど
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
一
層
盛
り

上
が
り
ま
す
。

桜
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
地
域

の
人
々
の
心
が
、
訪
れ
る
観
光
客

を
温
か
く
包
み
込
む
、
春
の
恒
例

行
事
で
す
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

編
集
後
記

軈
大
野
ダ
ム
さ
く
ら
祭
り
軋

―
美
山
町
大
野
地
域
―

―15―�

TEL：0771-68-0003   FAX：0771-63-0653�
URL：http://www.city.nantan.kyoto.jp�
e-mail：kikaku@city.nantan.kyoto.jp

編集・発行：南丹市役所 総務部企画情報課�
〒622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47

2007.4

DATADATA
●総人口：35,751人（－215)
（男：17,133人・女：18,618人）

（－132） （－83）

●世帯数：13,343世帯（－122)
（平成19年4月1日現在）

（ ）内は前月比　

「お兄ちゃんのように大きく、優しい子に育ってね」
（祖母より）

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは企画情報課秘書広報係まで

出野
いでの

理恋
り こ

ちゃん（3歳）

●日吉町
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